
　昭和大学病院食道がんセンター（以下、当センター）では、1996年に胸腔鏡・腹腔鏡併用食道癌根治手術を導入した5,6)。2016
年以降は100例/年以上の手術症例数を維持しており、現在では腫瘍内科や放射線治療科と連携し、集学的治療を行える環境と
なっている。食道外科治療に従事する医師には、日本食道学会食道外科専門医が4名、日本内視鏡外科学会技術認定医が5名お
り、日本消化器内視鏡学会専門医または指導医の認定取得者もいる。2018年からはロボット支援下胸腔鏡下食道癌手術も積極
導入しており、現在までに100例以上の経験を有している。

　2021年から2023年までに実施した食道亜全摘・再建手術337例において、吻合部
狭窄は75例（22％）に認められた。なお、我々は自動吻合器を用いた食道胃管吻合を
実施しており、この方法は他の吻合法よりも吻合部狭窄の発生率が高くなる傾向にあ
ると考えている。
　当センターでは、吻合部狭窄治療の第一選択をEBDとしており、2022年6月より
消化管拡張バルーンカテーテルElationTM（以下、Elation）の使用を開始した。

　消化管吻合手術において、縫合不全と吻合部狭窄は注意すべき術後合併症である。食道癌

術後吻合部狭窄の発生率は27～42%と報告されており、発生した場合は通過障害の改善を

目的とした治療が必要となる1,2)。

　硬性ブジーやバルーンを用いた内視鏡的拡張術が吻合部狭窄の治療として従来行われ

ている。内視鏡治療後狭窄に対してと同様に、吻合部狭窄に対しても標準治療の位置づけと

なっている。

　内視鏡的バルーン拡張術（EBD：endoscopic balloon dilation）は、狭窄部に留置した

バルーンにより加圧することで狭窄解除を図る手技である。出血や穿孔をきたす可能性が少

なからずあるため、拡張部の裂傷に注意が必要である。近年、難治性症例や狭窄を繰り返す

症例では、狭窄切れ込み術（RIC：radial incision and cutting）3)やステロイドの局所注射

を併用したバルーン拡張術4) などが選択されることもある。
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　従来は、上部消化管狭窄の拡張にはガイドワイヤーを使用しない有効長が長いタイプの消化管拡張バルーンが適していると考
え、拡張径が3段階の消化管拡張バルーンを使用していた（図1）。最近試用した消化管拡張バルーンカテーテルElation5TM（以下、
Elation5）は、以下に述べる点からその利便性の高さを実感し、より少ない費用でより多くのことを臨床医が行えるように設計され
た製品であると感じている。

❶  Elationの拡張は3段階であったが、Elation5では5段階の拡張が可能となり、これまで対応できなかった小径の5mmや大径の
21mmといった拡張径もカバーできるようになった（図2）。これらのサイズを使用するケースは実臨床では多くはないが、この
ようなケースでもEBDが可能となり治療の選択肢が増えることで、患者に適した治療ができると考えている。

❷  5段階の拡張における1段階目の拡張圧は他のバルーンと比較して低圧（2～2.5atm）である。低圧で拡張を開始できるため、
穿孔などの合併症が特に気になる症例において様子を見ながら手技を行えるという利点があると考えている。

❸  バルーンのデフレーションや、内視鏡チャンネルからのバルーン引き抜き、内視鏡チャンネルへの再挿入などをスムーズに行え
るというElationの特性は、Elation5でも同様に認められた。
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図1　Elation使用症例　ワイヤーに目盛りがあるのも特徴のひとつである

図2　Elation5使用症例　高度狭窄症例に対して21mmバルーンにて拡張を行った。拡張後、scope通過は良好であった


